
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

　
　
　
「
国
」
字
体
小
考
─
日
本
に
お
け
る
使
用
字
体
の
変
遷

─
菊　
　

地　
　

恵　
　

太  

　
　
　
　
一
．
は
じ
め
に

現
在
常
用
漢
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
国
」
と
い
う
字
体
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
「
國
」
に
対
し
て
略
字
と
見
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
國
」

と
い
う
字
種
は
異
体
字
の
変
種
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
資
料
と
し
て
は
様
々
な
字
体
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

果
た
し
て
こ
れ
ら
の
字
体
全
て
が
日
本
に
受
容
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
と
言
う
と
、
疑
念
が
残
る
所
で
あ
ろ
う
。

「
國
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
は
既
に
山
田
俊
雄
（
一
九
六
九
）、
笹
原
宏
之
（
一
九
九
二
）
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
実
用
字

体
の
歴
史
的
な
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
國
」
及
び
異
体
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
古
辞

書
や
典
籍
類
の
写
本
（
主
に
近
世
初
期
以
前
）
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
通
時
的
な
記
述
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
二
．
先
行
研
究
と
略
字
「
国
」
の
字
源
説

山
田
俊
雄
（
一
九
六
九
）
は
、
ク
ニ
ガ
マ
エ
（
囗
）
に
「
玉
」「
王
」
や
「
民
」
を
書
く
字
体
（
国
・
囯
・
囻
）
が
草
体
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
と
い
う
説
を
示
し
、「
囯
を
解
し
て
王
の
統
治
す
る
と
こ
ろ
の
意
と
し
、
囻
を
解
し
て
人
民
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
意
と
解
す
る
の

は
、
字
源
の
新
解
釈
で
あ
っ
て
、
い
は
ゞ
字
源
俗
解
だ
と
い
ふ
こ
と
も
い
へ
る
で
あ
ら
う
」
と
す
る
が
、
笹
原
宏
之
（
一
九
九
二
）
は
「
囯
」

を
「
六
朝
時
代
に
乱
造
さ
れ
た
（
中
略
）
会
意
式
の
異
体
字
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、「
囯
」
が
漢
印
の
隷
書
に
お
い
て
現
れ
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て
い
る
こ
と
や
、
金
石
文
や
漢
代
木
簡
に
お
い
て
「
國
」
か
ら
「
囯
・
国
」
に
移
行
し
う
る
形
が
既
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
「「
国
」
に
は
「
國
」
の
崩
し
字
を
楷
書
体
化
さ
せ
た
も
の
と
、「
囯
」
に
点
を
打
っ
た
も
の
と
の
二
つ
の
成
立
の
系
統
が
想
定
で
き

る
」
と
解
し
て
い
る
。
な
お
同
様
の
趣
旨
は
大
修
館
書
店
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
漢
字
文
化
資
料
館　

漢
字
Ｑ
＆
Ａ
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
１ 

。

　
　
　
　
三
．
使
用
字
体
の
確
認

三
．
一
　
規
範
字
体
の
変
遷

で
は
、
中
国
の
楷
書
に
お
い
て
規
範
と
呼
ぶ
べ
き
字
体
に
は
ど
の
よ
う
な
例
が
あ
る
か
。
漢
字
字
体
規
範
史
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
（
以
下
「
Ｈ

Ｎ
Ｇ
」）
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
標
準
（
規
範
）
的
な
字
体
を
確
認
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
字
体
が
見
ら
れ
た
（
中
国
・
日
本
に

お
け
る
規
範
字
体
及
び
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
詳
細
は
石
塚
晴
通
（
一
九
九
九
）、
同
編
（
二
〇
一
二
）
等
を
参
照
）。

南
北
朝
・
隋
唐
期
の
写
本
は
後
の
康
熙
字
典
体
「
國
」
に
似
る
が
、
ク
ニ
ガ
マ
エ
内
部
の
「
口
」
の
部
分
を
「
ム
」
の
よ
う
に
作
っ
た
り

（
谿
）、
或
い
は
「
ム
」
と
下
の
横
画
を
繫
げ
て
「
幺
」
の
よ
う
に
作
っ
た
形
（
憬
）
が
主
流
で
あ
る
。
一
方
開
成
石
経
・
宋
版
の
字
体
は
康

１　
「
Ｑ
０
０
８
８
「
国
」
と
い
う
漢
字
は
ど
う
い
う
成
り
立
ち
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
い
つ
ご
ろ
か
ら
旧
字
体
の
「
國
」
に
代
わ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

（
執
筆
者
・
時
期
不
詳
）https://kanjibunka.com

/kanji-faq/jitai/q0088/ 

日
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学
ノ
ー
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五
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六
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図
一　

Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
の
一
例

守
屋
本
妙
法
蓮
華
経
（
宮
廷
写
経
）

Ｐ
．
２
１
６
０
　
摩
訶
摩
耶
経

南
北
朝
・
隋
唐
期
写
経

開
成
石
経
・
宋
版

開
成
石
経
孝
経

北
宋
版
通
典



煕
字
典
体
「
國
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
が
多
い
（
北
宋
版
金
剛
般
若
経
の
み
「
憬
」）。

唐
代
写
本
の
う
ち
守
屋
本
華
厳
経
巻
八
で
は
い
わ
ゆ
る
則
天
文
字
「
圀
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
写
本
に
は
他
に
も
「
腑
」（
日
）

「
𠥱
」（
月
）「
埊
」（
地
）
等
の
則
天
文
字
が
見
ら
れ
、
武
則
天
の
在
位
期
（
六
九
〇-

七
〇
五
年
）
の
写
本
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
中

国
写
本
・
刊
本
で
は
「
圀
」
を
始
め
則
天
文
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
時
的
な
規
範
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
日
本
の
文
献
で
は
、
鴨
脚
本
日
本
書
紀
巻
二
に
お
い
て
「
囯
」
が
十
七
例
現
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
異
体
字
率
が
３
・
０

３
％
（
石
塚
（
二
〇
一
二
））
と
比
較
的
字
体
の
揺
れ
が
多
い
文
献
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
規
範
的
な
字
体
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
石
塚
（
一
九
九
九
）
に
お
い
て
日
本
の
字
体
規
範
（
標
準
）
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
兼
方
本
日
本
書
紀
で
は
、

次
の
よ
う
な
字
体
が
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
除
け
ば
、
日
本
の
写
本
に
お
け
る
字
体
は
概
ね
隋
唐
期
の
規
範
（
谿
・
憬
）
に
従
っ
て
い
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

三
．
二
　
字
体
の
分
類

笹
原
（
一
九
九
二
）
で
は
実
に
五
十
種
を
超
え
る
字
体
が
示
さ
れ
て
い
る
「
國
」
の
異
体
字
で
あ
る
が
、
実
際
の
書
例
を
見
た
限
り
で
は

使
用
字
体
は
そ
の
中
で
も
ご
く
数
種
類
に
限
ら
れ
る
。

今
仮
に
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
規
範
字
体
に
近
い
形
（
國
・
憬
に
類
す
る
例
）
を
「
Ａ
類
」、
Ａ
類
の
点
画
を
直
線
的
に
省
略
し
た
よ
う
な
形
を

「
Ｂ
類
」
と
す
る
。
Ｂ
類
が
さ
ら
に
崩
さ
れ
字
体
の
判
断
を
付
け
難
い
も
の
は
「
Ｃ
類
」
と
し
て
分
類
す
る
。

具
体
例
と
し
て
、
漢
代
木
簡
及
び
中
国
の
書
家
の
手
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
草
書
の
例
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
字
体
が
見
受
け
ら

れ
る
。
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確
か
に 

図
二
の
漢
代
木
簡
の
例
や
図
三
の
欧
陽
詢
の
書
例
は
、「
國
」
の
草
書
体
か
ら
「
囯
」
に
移
行
し
う
る
例
と
言
え
そ
う
だ
が
、
一

方
で
「
囯
」
や
「
国
」
の
字
体
を
明
確
に
書
い
た
も
の
と
も
思
わ
れ
ず
、「
囯
・
国
」
と
は
区
別
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

図
一
に
挙
げ
た
書
例
及
び
図
三
の
欧
陽
詢
の
書
例
の
よ
う
な
形
を
Ｂ
類
と
し
て
扱
う
。
図
三
の
王
羲
之
の
書
例
は
草
書
体
で
は
あ
る
が「
國
」

の
「
戈
」
の
形
を
残
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
こ
こ
で
は
Ａ
類
に
分
類
す
る
。
な
お
崩
し
の
度
合
い
が
大
き
く
Ａ
・
Ｂ
類
い
ず
れ
と
も
判
断

し
難
い
例
（
前
出
の
兼
方
本
日
本
書
紀
の
例
な
ど
）
は
Ｃ
類
と
す
る
。

さ
ら
に
ク
ニ
ガ
マ
エ
の
内
部
に
明
確
に
「
王
」
を
書
く
「
囯
」
を
「
Ｄ
類
」、「
玉
」
を
書
く
「
国
」
を
「
Ｅ
類
」
と
す
る
。
ま
た
近
世
に

は
Ｄ
類
も
し
く
は
Ｅ
類
の
ク
ニ
ガ
マ
エ
を
二
点
に
省
略
し
た
形
（
胯
）
も
見
ら
れ
る
た
め
（
例
え
ば
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ

ン
タ
ー
「
日
本
古
典
籍
く
ず
し
字
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
の
検
索
）、
こ
れ
を
「
Ｆ
類
」
と
し
た
。
な
お
ク
ニ
ガ
マ
エ
を
二
点
で
省
略
す
る
の
は
、

「
国
」
に
限
ら
ず
散
見
さ
れ
る
手
法
で
あ
り
、
今
後
詳
細
に
調
査
し
た
い
例
で
あ
る
。

Ｂ
・
Ｃ
類
は
Ａ
類
の
「
國
」
の
形
を
比
較
的
残
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
略
字
か
非
略
字
か
と
い
う
観
点
で
見
れ
ば
非
略
字
の
Ａ
類
に
準
ず

る
も
の
で
あ
ろ
う
（
無
論
、
Ａ
類
に
比
す
れ
ば
略
字
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
）。
一
方
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
類
は
明
ら
か
に
Ａ
類
と
は
異
な
る
字
画

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
明
確
な
略
字
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
六
号
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図
二　

漢
代
木
簡
の
書
例（
佐
野
光
一
編『
木
簡
字
典
』（
雄
山
閣
出
版
）よ
り
）

図
三　

草
書
の
例（
赤
井
清
美
編『
行
草
大
字
典
』（
東
京
堂
出
版
）よ
り
）

居
延
漢
簡

敦
煌
漢
簡

王
羲
之

欧
陽
詢



　
　
　
　
四
．
調
査
結
果

四
．
一
　『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』

ま
ず
中
国
に
お
け
る
「
國
」
の
字
体
を
概
観
し
、
宋
～
清
代
の
小
説
刊
本
に
お
け
る
異
体
字
を
集
め
た
『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』（
中
華
民

国
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
三
〇
年
）
を
見
て
み
る
と
、『
通
俗
小
説
』『
嬌
紅
記
』
を
除
く
全
て
の
底
本
に
お
い
て
「
囯
」

（
Ｄ
類
）
の
形
が
見
ら
れ
た
。
中
国
で
は
こ
の
字
体
が
略
字
と
し
て
古
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
、
こ
の
他

の
字
体
（
Ｅ
類
「
国
」、
則
天
文
字
「
圀
」
等
）
の
使
用
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
中
国
の
略
字
使
用
で
は
Ｅ
類
「
国
」
よ
り
も
Ｄ
類
「
囯
」
字

体
の
使
用
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
．
二
　
中
国
漢
字
字
書
・
字
様
書
の
掲
出
字
体

中
国
字
書
に
お
け
る
掲
出
状
況
は
、
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
書
類
に
お
い
て
Ｂ
・
Ｃ
類
字
体
は
出
現
し
て
い
な
い
た
め
表
か

ら
省
い
た
。
ま
た
参
考
と
し
て
「
圀
」
の
出
現
状
況
も
掲
げ
た
。

『
正
名
要
録
』
に
お
い
て
は
Ａ
類
「
谿
」
が
〈
正
体
〉
と
示
さ
れ
る
の
に
対
し
、
Ｄ
類
「
囯
」
は
〈
訛
俗
〉
と
さ
れ
る
字
体
で
あ
り
、
や

は
り
こ
の
Ｄ
類
字
体
は
当
時
か
ら
既
に
定
着
し
て
い
た
字
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
降
も
Ｄ
類
「
囯
」
は
多
く
の
字
書
に
掲
出

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
〈
俗
〉
と
の
字
体
註
記
が
あ
る
。
し
か
し
Ｄ
類
「
囯
」
に
点
を
附
し
た
Ｅ
類
「
国
」
の
形
は
ど
の
字
書
に

も
見
え
ず
（
現
代
中
国
で
の
簡
化
字
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
）、
字
書
に
現
れ
る
の
は
一
貫
し
て
Ｄ
類
「
囯
」
で
あ
っ
た
。

ま
た
則
天
文
字
「
圀
」
に
つ
い
て
は
唐
代
よ
り
後
年
の
字
書
全
て
に
掲
出
が
あ
る
が
、「
囯
」
と
は
異
な
り
〈
古
作
〉
や
〈
古
文
〉
と
い

う
字
体
註
記
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（『
竜
龕
手
鏡
』
は
〈
俗
〉）。「
圀
」
が
武
則
天
の
命
に
よ
る
字
体
で
あ
る
と
い
う
説
明
は
『
集

韻
』
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
〈
古
文
〉
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
「
圀
」
は
通
常
用
い
ら
れ
な
い
字
体
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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四
．
三
　
日
本
漢
字
字
書
の
掲
出
字
体

一
方
日
本
の
字
書
に
お
け
る
掲
出
状
況
は
、
表
二
の
通
り
と
な
っ
た
。

日
本
側
の
字
書
で
も
、
Ａ
類
「
國
」
が
見
出
し
字
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
異
体
字
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
の
は
一
貫
し

て
Ｄ
類
「
囯
」
で
あ
り
、
Ｅ
類
「
国
」
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
な
お
Ｄ
類
「
囯
」
の
字
体
註
記
は
、
新
撰
字
鏡
で
は
〈
訛
作
〉、
類
聚
名
義

抄
で
は
〈
或
〉
と
な
っ
て
い
る
。

則
天
文
字
「
圀
」
も
ま
た

新
撰
字
鏡
か
ら
掲
出
さ
れ
て

い
る
も
の
で
（
註
記
は
「
未

詳
」）、
こ
ち
ら
の
字
体
も
既

に
日
本
で
認
知
さ
れ
て
い
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。

 四
．
四
　
字
書
以
外
の
古
辞

書
に
お
け
る
出
現
字
体

続
い
て
単
漢
字
を
掲
出
す

る
字
書
で
は
な
く
、
種
々
の

語
句
の
漢
字
表
記
を
掲
出
し

た
言
語
辞
書
類
に
お
け
る
各

字
体
の
出
現
状
況
は
、
表
三

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

漢
字
字
書
で
は
Ｅ
類「
国
」

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
六
号

－108－

表一　中国字書・字様書

表二　日本字書

資料 成立年代
A

（國）
D

（囯）
E

（国） 圀

正名要録 初唐 ○ ○ × ×

群書新定字様 初唐 × × × ×

干祿字書 774年 × × × ×

龍龕手鏡（高麗本・宋本）997年? ○ ○ × ○

大広益会玉篇
543年成（原本玉篇）
1013年校刊

○ × × ○

集韻 1039年 ○ × × ○

五音類聚四声篇海
1208年成（四声篇海）
1467年校刊

○ ○ × ○

字彙 1615年 ○ ○ × ○
正字通 1670年 ○ ○ × ○
康煕字典 1716年 ○ ○ × ○

資料 成立/刊写年代
A

（國）
D

（囯）
E

（国） 圀

高山寺本　篆隷万象名義
9世紀成
1114年写

○ × × ×

天治本　新撰字鏡
900年頃成
1124年写

○ ○ × ○

観智院本　類聚名義抄
1100年頃成
鎌倉中期写

○ ○ × ○

世尊寺本字鏡 鎌倉時代成・写 ○ ○ × ○

天文本　字鏡鈔
鎌倉前期成
1547年写

○ ○ × ○

寛元本　字鏡集
鎌倉前期成
江戸後期写

○ ○ × ○

篇目次第 室町中期写 ○ ○ × ○
夢梅本　和玉篇 1605年刊 ○ × × ○



字
体
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に

お
い
て
全
二
四
例
中
十
一
例
と
、
Ｅ
類
の
使
用
が
半
数
近
く
認
め
ら
れ
る
。
室
町
時
代

前
期
書
写
の
大
東
急
本
伊
呂
波
字
類
抄
に
お
い
て
も
、
一
六
八
例
中
四
七
例
が
Ｅ
類
の

字
体
を
取
っ
て
お
り
、
そ
の
反
面
Ｄ
類
は
僅
か
一
例
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の

文
献
で
も
、
使
用
頻
度
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
Ｅ
類
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
辞
書
類
の
記
述
か
ら
見
る
と
Ｄ
類
よ
り
も
む
し
ろ
Ｅ
類
が
広
く
定
着
し
て

い
た
も
の
と
言
え
る
。
Ｆ
類
が
出
現
す
る
の
は
近
世
初
期
の
行
書
本
節
用
集
（
国
会
図

書
館
亀
田
文
庫
蔵
の
無
刊
記
本
、『
節
用
集
大
系
』
第
二
巻
影
印
）
で
あ
っ
て
、
書
体

（
崩
し
の
度
合
い
）
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
明
応
五
年
本
節
用
集
・
天
正
十
八
年
本
節
用
集
で
は
則
天
文
字
「
圀
」
が

一
例
ず
つ
見
出
し
字
で
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
明
応
五
年
本
節
用
集
で
は
「
囻
」
も
一
例

見
出
し
字
に
出
現
す
る
（
表
で
は
「
他
」
に
分
類
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
ク
ニ
」

と
い
う
項
目
で
、「
國
」
の
異
体
字
（
乃
至
は
同
訓
字
）
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思

わ
れ
、
他
の
熟
語
で
は
例
が
な
い
。
黒
本
本
節
用
集
で
は
、
見
出
し
項
目
で
は
な
い
も

の
の
、「
國
（
ク
ニ
）」
の
割
註
に
「
圀
」「
国
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
大
東
急
本
伊
呂
波
字
類
抄
で
は
、「
囻
人
（
カ
ト
モ
リ
）」（
巻
三
・
カ
人
倫
部
）、

「
囻
人
（
コ
ン-
）」（
巻
七
・
コ
畳
字
部
）
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
本
来

「
カ
ド
モ
リ
」
に
充
て
ら
れ
る
用
字
は
「
閽
人
」
と
思
わ
れ
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に

も
「
閽
人
（
カ
ト
モ
リ
）」
と
あ
る
）、
こ
の
箇
所
は
誤
写
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前

田
本
の
コ
畳
字
部
に
は
「
閽
人
」
の
掲
出
は
な
い
が
、
大
東
急
本
に
お
け
る
振
仮
名

「
コ
ン
」
は
「
閽
」
の
字
音
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
自
体
は
「
國
」
の
異
体
字
と
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A
（國）

B
（A略）

C
（B略）

D
（囯）

E
（国）

F
（　） 他

前田本　色葉字類抄 鎌倉中期写 4 7 2 11

大東急本　伊呂波字類抄 室町前期写 112 6 1 47 (2?)

筑波大本　下学集 室町中期写 6

文明11年本　下学集 15世紀末写 5

明応5年本　節用集 1496年写 2 1 2 2

広本節用集 16世紀初写 154 1

黒本本　節用集 15世紀末-16世紀写 8 1

元亀2年本　運歩色葉集 1571年写 18 3 2 28

静嘉堂文庫本　運歩色葉集 室町末期写 46 6

天正18年本　節用集 1590年刊 7 4 1

饅頭屋本　節用集 室町末期刊 7 2

易林本　節用集（原刻版） 1597年刊 23

慶長板行書本　節用集 慶長年間刊 3 19 1 1

表三　言語辞書（見出し字）

「
国
」
字
体
小
考

―
日
本
に
お
け
る
使
用
字
体
の
変
遷

―



し
て
「
囻
」
を
記
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
写
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
当
時
既
に
「
囻
」
と
い
う
字
体
が
認
知
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
『
広
本
節
用
集
』
ク
態
芸
門
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
た
。

治ヲ
サ
ム
ルレ

𢧌
ク
ニ
ヲ 
者モ
ノ
ハ 
弗ズ
下
敢ア
ヱ
テ 

侮
ア
ナ
ド
ラ中
於
鰥
ク
ワ
ン

寡ク
ワ
ヲ
モ一
而
シ
カ
ル
ヲ 

況
イ
ワ
ン
ヤ 

於
ヲ
イ
テ
ヲ二
士シ

民ミ
ン

一
乎ヤ
孝経　
（
影
印
２
五
二
六
頁
）

「
ク
ニ
」
の
傍
訓
が
あ
る
「
𢧌
」
字
は
『
集
韻
』
で
「
國
」
の
〈
古
作
〉
と
さ
れ
て
い
る
字
体
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
の
漢
文

は
孝
経
孝
治
章
第
八
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、「
國
」
の
異
体
で
あ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
引
用
元
の
底
本
が
こ
の
字
体
を
使
用
し
て
い
た

も
の
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
当
時
日
本
に
お
い
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
字
体
と
も
思
わ
れ
ず
、
何
故
こ
の
箇
所
の
み

に
当
該
の
字
体
が
現
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

四
．
五
　
上
代
木
簡
資
料
の
書
例

続
い
て
上
代
の
書
例
と
し
て
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
日
本
古
代
木
簡
字
典
』（
改
訂
新
版
）
に
お
い
て
掲
出
さ
れ
る
例
を
見
て
み
る
。

同
著
に
お
け
る
「
國
」
字
の
書
例
は
一
六
〇
例
に
上
る
が
、
そ
の
字
体
を
分
類
す
る
と
表
四
の
通
り
と
な

る
。木

簡
の
書
例
で
は
、
字
画
が
大
き
く
崩
さ
れ
字
体
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
例
も
多
く
、
表
四
で

は
先
に
示
し
た
い
ず
れ
の
分
類
に
も
当
て
は
め
ら
れ
な
い
書
例
を
「
分
類
不
可
」
と
し
て
い
る
。
字
体
を

判
別
で
き
る
書
例
の
範
囲
で
見
る
と
、
明
確
に
Ａ
類
の
形
と
判
断
で
き
る
も
の
は
十
例
に
留
ま
り
、
そ
れ

を
崩
し
た
Ｂ
類
の
形
が
七
八
例
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
が
Ｄ
類
「
囯
」
の
形
で
あ
り
、

２　

中
田
祝
夫
編
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
勉
誠
社

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
六
号

－110－

表
四　

日
本
古
代
木
簡
字
典

A（國） 10
B（A略） 78
C（B略）
D（囯） 50
E（国） 2
分類不可 20

計 160



既
に
Ｄ
類
が
略
体
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
木
簡
の
書
例

か
ら
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。
ク
ニ
ガ
マ
エ
内
部
に
「
玉
」
を
書

い
た
と
思
わ
れ
る
Ｅ
類
字
体
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
点

で
は
「
國
」
を
崩
し
た
Ｂ
類
の
他
に
Ｄ
類
「
囯
」
の
使
用
が
優

勢
で
あ
っ
て
、
Ｄ
類
は
略
字
体
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
な
い
。

 四
．
六
　
そ
の
他
の
古
典
籍
で
の
使
用
状
況

辞
書
以
外
の
古
典
籍
に
お
け
る
各
字
体
の
使
用
例
数
は
表
五

に
示
す
通
り
で
あ
る
。

平
安
前
期
の
東
大
寺
諷
誦
文
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
の
書
例
が
Ｄ

類
「
囯
」
で
あ
っ
て
、
Ｄ
類
字
体
が
当
時
既
に
略
体
と
し
て
広

く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
で
見
た
上
代
木
簡
の
書
例

か
ら
も
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
一
一
三
三
年
写
の
三
教
指
帰
注
集
で
は
Ｄ
類
「
囯
」

と
共
に
Ｅ
類
「
国
」
の
字
体
も
見
え
る
。
そ
れ
以
降
の
資
料
で

も
、
鎌
倉
後
期
の
蓬
左
文
庫
本
（
金
沢
文
庫
旧
蔵
）
続
日
本
紀

で
は
Ｄ
類
が
使
用
さ
れ
る
が
、
鎌
倉
末
期
の
写
本
で
あ
る
俊
海

本
沙
石
集
で
は
Ｄ
類
で
は
な
く
Ｅ
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
Ｄ
類
「
囯
」
と
Ｅ
類
「
国
」
字
体
は
、「
國
」
の

略
体
と
し
て
長
ら
く
併
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
が
さ
ら
に
下
り
室
町
末
期
に
至
る
と
、
Ｄ
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A
（國）

B
（A略）

C
（B略）

D
（囯）

E
（国）

F
（　） 他

東大寺諷誦文稿 9世紀前期写 1 28

大谷大本　三教指帰注集 1133年写 31 3 4

前田本　日本霊異記 1236年写 79 2

鈴鹿本　今昔物語集　巻2,5,7 鎌倉中期写 1 434 2

蓬左文庫本　続日本紀　巻11-14 13世紀後期写 68 87 38

俊海本　沙石集　巻1,7,10上 鎌倉末期写 1 42 21

真福寺本　古事記 1371-72年写 290 1 7 6

延慶本　平家物語　巻1本～2本 1420年頃写 163

神田本　太平記　巻1,2,7 15世紀写 96

屋代本　平家物語　巻1-3 室町後期写 133 20

玄玖本　太平記　巻1-3 1554年?写 91 10 1 3

藤井本　沙石集　巻1,3,5 室町後期写 17 1 42

義輝本　太平記　巻1,3,5 室町末期写 11 62 5 9

米沢本　詩学大成抄　天文部 室町末期写 2 57

国会本　玉塵抄 1597年写 1 1 1 115 68

京大本　論語秘抄 室町末-近世初期写 4 3 146 1

小城本　平家物語 慶長頃？書写 18 84

前田本　古事記 1606年写 31 133 4 136

蓬左文庫本　続日本紀 1614年写 199 1 64 8

寛永版　中華若木詩抄 1633年刊 12 74

表五　その他古典籍

「
国
」
字
体
小
考

―
日
本
に
お
け
る
使
用
字
体
の
変
遷

―



類
「
囯
」
は
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
Ｅ
類
「
国
」
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
五
五
四
年
頃
書
写
の
玄
玖
本
太
平
記
以
降
、「
國
」

の
略
体
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｅ
類
「
国
」
で
あ
る
。
例
外
的
な
の
が
国
会
本
玉
塵
抄
（
一
五
九
七
年
書
写
）
で
、
こ
の
時

期
の
写
本
と
し
て
は
珍
し
く
Ｄ
類
「
囯
」
が
高
い
出
現
頻
度
を
見
せ
る
（
全
一
八
六
例
中
一
一
五
例
）
の
だ
が
、
Ｅ
類
「
国
」
の
使
用
例
も

六
八
例
に
上
る
。

一
方
で
節
用
集
の
諸
本
に
掲
出
あ
る
「
圀
」「
囻
」
と
い
っ
た
字
体
は
、
こ
れ
ら
の
古
典
籍
に
お
い
て
は
全
く
書
例
を
見
ず
、「
圀
」「
囻
」

は
殆
ど
実
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
字
字
書
等
に
お
い
て
は
、「
國
」
に
は
多
く
の
異
体
字
が
示
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
の
は
そ
の
中
で
も
数
種
類
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
字
書
類
の
記
述
と
実
用
例
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　
　
　
　
五
．「
國
」
略
字
使
用
の
展
開
（
臆
説
）

Ａ
類
「
國
」
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
Ｂ
・
Ｃ
類
字
体
を
見
る
と
、
言
語
辞
書
類
で
は
Ｂ
・
Ｃ
類
の
使
用
例
が
少
な
く
、
明
確
に
Ａ
類
の
形
で

書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
辞
書
以
外
の
古
典
籍
で
は
崩
れ
た
形
の
例
も
多
く
、
書
記
態
度
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
方
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
類
と
は
明
確
に
異
な
る
「
略
字
体
」
に
関
し
て
は
、
中
国
字
書
に
も
典
拠
の
あ
る
「
囯
」（
Ｄ
類
）
は
、
中
国
に
お
い

て
古
く
か
ら
存
在
す
る
略
字
で
あ
り
、
当
然
日
本
に
も
夙
く
に
齎
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
「
囯
」
に
点
を
附
し
た
「
国
」

（
Ｅ
類
）
字
体
も
、
日
本
で
は
言
語
辞
書
類
や
そ
の
他
の
古
典
籍
等
で
も
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
の
単
漢
字
字
書

に
お
い
て
は
専
ら
「
囯
」（
Ｄ
類
）
の
み
が
掲
出
さ
れ
、
こ
こ
に
中
国
字
書
の
影
響
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
実
際
に
は
中
世
初
期
よ
り

「
国
」（
Ｅ
類
）
の
使
用
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
漢
字
字
書
と
実
際
の
使
用
例
と
の
間
に
も
差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

両
者
が
共
に
混
在
す
る
文
献
も
あ
れ
ば
、
文
献
に
よ
っ
て
略
体
が
ど
ち
ら
か
の
形
に
統
一
さ
れ
て
い
る
文
献
も
見
ら
れ
、
両
者
は
長
ら
く

併
存
し
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。「
囯
」（
Ｄ
類
）
か
ら
「
国
」（
Ｅ
類
）
へ
移
行
し
た
も
の
と
は
単
純
に
説
明
で
き
な
い
。
し
か

し
室
町
末
期
に
は
、「
國
」
の
略
体
は
「
囯
」（
Ｄ
類
）
か
ら
「
国
」（
Ｅ
類
）
に
固
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。「
囯
」「
国
」
の
よ
う
に
複
数
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存
在
し
た
略
字
使
用
を
一
方
に
統
一
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

な
お
近
世
の
版
本
で
散
見
さ
れ
る
「
胯
」（
Ｆ
類
）
は
、
今
回
の
調
査
文
献
で
は
使
用
が
僅
少
で
あ
る
。
こ
の
略
記
法
の
萌
芽
は
中
世
で

も
さ
ほ
ど
夙
く
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
他
の
ク
ニ
ガ
マ
エ
の
字
種
、
さ
ら
に
は
他
の
分
野
の
文
献
も
含
め
て
書
例
を
集
め
る
必
要
が

あ
る
。

　　
　
　
　
六
．
お
わ
り
に

以
上
の
結
論
は
簡
便
な
調
査
に
拠
っ
た
も
の
で
、
古
記
録
・
古
文
書
等
と
い
っ
た
別
の
位
相
で
は
ま
た
別
の
字
体
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
特
に
古
文
書
は
「
國
」
字
種
の
使
用
頻
度
も
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
多
彩
な
異
体
字
が
出
現
し
て
も
不
思
議
は
な
い
と
言
え

る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

「
國
」
字
種
の
略
字
使
用
が
最
終
的
に
「
囯
」
で
は
な
く
「
国
」
の
方
に
傾
い
て
い
っ
た
理
由
と
し
て
、「
王
」
と
い
う
字
を
用
い
る
こ
と

が
日
本
で
の
情
勢
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
と
か
、
或
い
は
デ
ザ
イ
ン
上
の
好
み
の
問
題
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
勝
手
な
臆
測
は
可
能
で
あ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
は
妄
言
に
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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奈
良
文
化
財
研
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木
簡
庫　
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okkanko.nabunken.go.jp

附
記本

稿
は
、
筆
者
が
修
士
論
文
（
二
〇
一
六
年
度
）
執
筆
の
際
に
調
査
を
行
っ
た
内
容
を
基
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
論
文
と
し
て
発
表
す
る

に
は
憚
ら
れ
る
と
判
断
し
、
一
つ
の
備
忘
録
と
し
て
公
開
す
る
。
御
批
正
や
御
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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